
 

 
 

 

News Release        

 会議・展示会運営最大手のコングレ 

   独資の現地法人を上海に設立し営業開始 

～日中の企業を対象に、多様なコンベンションサービスを提供～ 

 

■大手コンベンション企業として初の本格的中国進出 

大型会議、イベント、展示会の企画・運営およびコンサルティングを行う株式会社コングレ（本社：東京千

代田区、取締役社長 隈﨑 守臣/以下コングレ）は、独立資本による現地法人を上海に設立し、11 月

19 日より正式に営業を開始します。 

コングレは 2002 年より北京事務所を開設し、既に中国での実績を積んでおりますが、今回の上海への現

地法人設立は、両拠点を緊密に連携させることで､日本の優れたコンベンションサービスをより本格的に

中国で展開しようとするものです。 

売上高は 1 年半後(2006 年 3 月)に､北京・上海合計 3 億円を目指しております。 

 

■北京オリンピック、上海万博で中国におけるコンベンションビジネスが開花 

現在、中国のコンベンションサービスは日本より遅れた状況と言えます。しかしながら、日本のコンベンショ

ンサービスが向上し、ビジネスとして成立したのは東京オリンピックが契機であったことを考えると、中国に

おいても北京オリンピック(2008 年)、上海万博（2010 年）という２大イベントがコンベンションサービスを飛

躍的に発展させる大きなインパクトになると予想され、その兆しも見えております。コングレはこの波に乗っ

て中国のコンベンションビジネスの先頭に立つことを志向しております。 

 

■コンベンションビジネスは日中友好の大きな懸け橋 

コングレの上海現地法人と北京事務所では、中国企業の他、日本の現地法人や出先機関も大きな顧

客として考え、中国で行われる会議や展示会の運営はもちろん、日本で行われる会議、展示会への中

国からの参加や出展も推進していきます。日中両国のコンベンション業務を総合的にサポートしていくこ

とが､両国のコンベンションビジネスを更に向上させ、日中相互の理解と友好を深めていくことを目指し、

ビジネス活動を展開してまいります。 

 

■現地法人の概要 

 社 名： 康格会展(上海)有限公司 （通称 コングレ上海） 

 設 立： 2004 年 11 月 8 日 

 営業開始日： 2004 年 11 月 19 日 

 資 本 金： 20 万ドル 

 董 事 長： 隈﨑 守臣（株式会社コングレ 代表取締役社長） 

 総 経 理： 夏 向明（株式会社コングレ 北京事務所 首席代表） 

 社 員 数： 4 名 （中国人 3 名、日本人 1 名） 

 所 在 地： 〒200040 

   上海市静安区南京西路 1376 号 上海商城東峰 536 室 

   TEL：86-21-6279-8185 FAX：86-21-6279-8195 

  事 業 内 容： 国際会議、学術会議、展示会、博覧会、イベントおよびこれらの関連業務、

    通訳･翻訳業務、旅行サポート業務、 
   調査･コンサルティング業務等              以上  
 

 

 

 

   
 

2004 年 11 月 17 日  
株式会社コングレ  

【本件に関するお問合せ先】 

・康格会展(上海)有限公司 （通称 コングレ上海） 副総経理 山中 研二 

 TEL：+86-21-6279-8185 FAX：+86-21-6279-8195 E-mail：ken-yamanaka@congre.co.jp 

・株式会社コングレ 営業企画本部内 

 TEL：03-5216-5551(代) FAX：03-5216-3115   



 

 
 

 

News Release  

■康格会展(上海)有限公司 総経理 夏 向明 プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■株式会社コングレ 会社概要 

• 社 名 ： 株式会社コングレ 

• 代表者 ： 取締役社長 隈﨑 守臣 

• 資本金 ： 9,900 万円 

• 年商 ： 74 億円 

• 従業員数 ： 785 名 （うち契約社員 600 名） 

• 所在地 ： 東京本社 〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビルディング 

              TEL 03-5216-5551   FAX 03-5216-5552 

    大阪本社 〒541-0047 大阪市中央区淡路町 3-6-13 コングレビルディング 

              TEL 06-6229-2551   FAX 06-6229-2552 

    中部支社、九州支社、京都支店、北京事務所 

• 関連会社 ： (株)沖縄コングレ、(株)スペースメディアジャパン、(株)岡山コンベンションセンター 

• 主な実績 ： アジア太平洋経済協力会議（APEC）（1995 年 大阪） 

アジア開発銀行(ADB)年次総会(1997 年 福岡) 

地球温暖化防止京都会議（1997 年 京都） 

九州･沖縄サミット 福岡蔵相会合 (2000 年 福岡) 

アフガニスタン復興支援国際会議（2002 年 東京） 

第 8 回国際エネルギーフォーラム(2002 年 大阪） 

第 3 回世界水フォーラム閣僚級国際会議（2003 年 京都） 

第 22 回世界ガス会議（2003 年 東京） 

日本医学会総会（1991 年 京都、1995 年 名古屋、2003 年 福岡） 

 

〔中国関係〕 

日本自動車工業会 北京事務所開所式（2003 年 北京） 

中国社会科学院、中国国務院発展研究センター  

 セミナー･視察等（2003～2004 年 大阪、東京、大連、四川など） 

日中経済討論会(2001～2004 年 大阪) 

中国国際サービス業大会 日本出展総代理（2004 年 北京） 

中国紡績品・服装貿易展（2004 年 東京） 

2005 年愛知万博 中国館 協賛募集代理業務（2004 年）          以上  

 

南京大学在学中、国費留学生として岡山大学に留学、 

同大学および大学院卒業。 

中国国際貿易促進委員会（CCPIT）入処後、処長、副部長等を歴任。 

日本首席総代表（199７-2002）を経た後、 

株式会社コングレ北京事務所首席代表就任 

2004年11月康格会展(上海)有限公司 総経理就任 

【康格会展(上海)有限公司が 

    オフィスを構える上海商城 外観】 
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